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「補講漢字 4-2B」は 2016年度秋学期の A・Bモジュールにおいて全 10回の日程で実施された。学習
内容は『Basic Kanji Book vol.2』の 36～45課であり、授業は基本的に冒頭のクイズ、授業者による
解説、書き練習パート、読み練習パートの４つのパートに分かれており、原則として各回１課ずつ学習




実習授業 補講漢字 4-2B 
実習期間 平成 28年 10月 5日～12月 21日（全 10回） 
実施時間 水曜日 2限（10:10～11:25） 
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受講登録者数は 22名で、そのうち漢字文化圏出身者は 10名2、非漢字文化圏出身者は 12名であった。















クイズは 36 課～39 課、及び 41 課～44 課について、当該の課を指導した翌週に 15 分ほどで行った。
各課の平均点はそれぞれ以下表 1の通りである。 
 
表 1 クイズ各課の平均点 
課 36 37 38 39 41 42 43 44 
点数 84.5 88.7 76.7 82.4 85 92 87.9 88.5 
 










                                               
2 韓国出身の 2名を含む。 
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表 2 宿題各課の平均点 
課 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 




















































図 1  加納ほか(2015) 42課導入ページ掲載の図(p.195) 
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図 2 筆者作図の板書用図 
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イズ（表 1）と宿題の平均点（表 2）である。 
 
表 1 クイズ各課の平均点（再掲） 
課 36 37 38 39 41 42 43 44 
点数 84.5 88.7 76.7 82.4 85 92 87.9 88.5 
 
表 2 宿題各課の平均点（再掲） 
課 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 

















































































加納千恵子ほか(2015)『[新版]BASIC KANJI BOOK ―基本漢字 500― VOL.2』凡人社 
